
小林 隆（こばやし・たかし）氏 

東海大学政治経済学部准教授 

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科後期博士課程修了。博士（政策・メディア）。 

1985年、神奈川県大和市役所勤務。 

1996年、慶應義塾大学ＳＦＣ研究所上席所員（訪問）。 

2004年、東海大学政治経済学部政治学科講師。 

2007年、東海大学政治経済学部政治学科准教授。 

2011年、英国国立カーディフ大学客員研究員。 

研究領域：情報政策、地方自治、都市計画。 

 

 

井上 隆（いのうえ・たかし）氏 

日本経済団体連合会経済基盤本部副本部長 

1982年、早稲田大学商学部卒業。精密機器メーカー勤務、フランス駐在等を経て、 

1995年、経済団体連合会事務局入局。 

環境・エネルギーグループ長、税制・会計グループ長、産業技術本部主幹等を経て、2012年
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南九州税理士会常務理事・制度部長 

1975年、東洋大学卒業。 

1991年、税理士登録。 

1992年、遠山税理士事務所開業。 

2001年度、宮崎市包括外部監査人（～2002年度）。 

2009年度、南九州税理士会宮崎県連合会会長（～2010年度）。 
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2010年、日弁連人権擁護大会シンポジウム第２分科会「デジタル社会における便利さとプライバシー 

～税・社会保障共通番号制、ライフログ、電子マネー～」において、共通番号制度を担当。 
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2007年、編集局次長兼論説委員会委員。 
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【登壇者のプロフィール】
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2011年、番号制度創設推進本部事務局長（現職）、政府・与党社会保障改革本部事務局長（現職）。 
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